
 

門口 正人 

顧問弁護士 
 

登録 

第二東京弁護士会（2011 年登録） 
 

学歴 

1969 年 東京大学法学部卒業 
 

経歴 

1971 年 - 1984 年 大阪、京都、東京、札幌各地方裁判所、人事局付 

1984 年 - 1989 年 最高裁判所 調査官 

1989 年 - 1994 年 内閣法制局 参事官 

1994 年 - 1995 年 東京高等裁判所 判事 

1995 年 - 2002 年 東京地方裁判所 部総括判事・民事部所長代行 

2002 年 - 2003 年 静岡地方裁判所 所長 

2003 年 - 2007 年 東京高等裁判所 部総括判事 

2007 年 - 2009 年 東京家庭裁判所 所長 

2009 年 - 2010 年 名古屋高等裁判所 長官（2010 年 12 月 31 日定年退官） 

2011 年 - 2025 年 アンダーソン・毛利・友常法律事務所 顧問 
 

その他の兼職 

2011 年 - 2017 年 明治大学法科大学院 特任教授 

2012 年 - 現在 新関西国際空港株式会社 監査役 

2012 年 - 2022 年 東京都建設工事紛争審査会 委員、委員長（2018 年 - 2022 年） 

2013 年 – 2016 年 株式会社三菱 UFJ 銀行 監査委員会委員 

2014 年 - 2023 年 昭和女子大学 理事 

2015 年 - 2024 年 最高裁判所情報公開・個人情報保護審査委員会 委員 

2016 年 - 2024 年 株式会社三菱 UFJ 銀行 取締役・監査等委員長 

2018 年 - 現在 公益財団法人 東京財団 評議員 
 

主な社会的活動として 

1989 年 - 1997 年 法制審議会 幹事・民事部会 委員・商法部会 委員 

1989 年 - 1994 年 民事行政審議会 幹事 

1998 年 - 2000 年 司法試験（第二次試験）考査委員 

2003 年 第 53 期司法修習生考試委員会 考査委員 

ほか裁判所関係委員多数 
 

主な書籍・論文 

（1）編著書・学術書 

『司法的企業運営』（金融財政事情研究会、2020 年） 

『裁判官に聴く民事裁判の実際と要点』（有斐閣、2019 年） 

『現代の契約法 各論 1～3』（青林書院、2019 年）編集代表 

『裁判官の視点 民事裁判と専門訴訟』（商事法務、2018 年）共編著 

『民事裁判の要領 - 裁判官の視点から』（青林書院、2016 年） 



 

『訴訟の技能 - 会社訴訟・知財訴訟の現場から』（商事法務、2015 年）共著 

『会社更生法・民事再生法』（青林書院、2004 年 共編著 

『民事証拠法大系（1）～（5）』（青林書院、2003 年～2007 年）編集代表 

『民事保全法』（青林書院、2002 年）共編著 

『会社法大系（1）～（4）』（青林書院、2008 年）編集代表 

『会社訴訟・商事仮処分・商事非訟』（青林書院、2001 年）共編著 

ほか多数 
 

（2）論文 

「社外取締役の役割と実践」金融法務事情 2248 号（金融財政事情研究会、2024 年） 

「時代を生き抜くためのリーガルセンス 法的思考の実践」NBL1266 号～（商事法務、

2024 年～） 

「再建型倒産手続における債権者の地位」松嶋英機弁護士古稀記念論文集『時代をリー

ドする再生論』（商事法務、2013 年） 

「株主代表訴訟における担保の申立の審理」民事訴訟雑誌 44 号（法律文化社、1998

年） 

「司法による再建型倒産手続の運用についての再考」竹下守夫先生古稀祝賀『権利実現

過程の基本構造』（有斐閣、2002 年） 

「会社更生及び会社整理の概要」（新日本法規、1995 年） 

ほか多数 
 

（3）著書・エッセイ 

『裁判官のつぶやき』（法曹会、2021 年） 

『裁判官フランスを歩く - フランスの社会・司法事情』（青林書院、2012 年） 
 

（4）その他 

記念シンポジウム「債権法の未来像」 法の支配第 166 号 創立 60 周年記念号（2） 

（財団法人日本法律家協会、2012 年） 

門口正人判事退官記念『新しい時代の民事司法』（商事法務、2011 年） 
 

受賞歴 

2016 年 4 月 瑞宝重光章 叙勲 

2021 年 6 月 建設工事紛争審査会功労者 表彰 
 

言語 

日本語、英語、フランス語 


